
 

事業完了報告書（足立区教育委員会） 

 

調査研究期間等 

調査研究期間 令和６年 ６月 ４日 ～ 令和７年 ３月 １５日 

調査研究事項 Ⅰ．教育課程、教育環境整備に関すること 

 ～生徒の個別最適な学びへの環境整備・支援の在り方～ 

調査研究のねらい １ 学齢不登校生徒の「学びの場」としての夜間中学の活用につ

いて、区内の全中学校と連携しながら、これまでの研究成果を

都内夜間学級及び全国の夜間学級へと普及させていく。また、

特別な支援を必要とする生徒への支援について、区教育委員会

と連携し、インクルーシブ教育の推進について研究していく。 

２ 日本語を母語としない生徒の進学・就労を支援し、貧困の連

鎖の遮断、多文化共生社会の実現に活かすことを目指していく

。また、日本語を母語としない生徒が多い本校の実情も踏まえ

、通訳などの外部指導員を有効活用し、生徒の理解を促進し、

学びを深めると共に、教員の負担軽減にも資する教育活動の在

り方について研究する。 

３ 本校独自で活用している日本語教材のデジタル化、タブレッ

トを活用した自学自習教材の作成について研究する。 

４ 高齢生徒や歩行が困難な生徒の移動負担、また、全ての生徒

の経済的負担の軽減を図りつつ、体験活動等でより充実した教

育効果を挙げ得る校外学習の在り方について、研究する。 

 

調査研究の内容 １ 学齢不登校生徒の「学びの場」としての夜間中学の活用につ

いて、教育委員会教育相談課と連携し、登下校時の安全確保、

不定期な登校における学習支援の在り方や、行事への参加方法

等を検証する。昨年度においては、ＮＰＯ法人カタリバによる

授業中のサポート実施や、他機関との協働体制を構築したこと

によって、学齢、かつ、特別な支援を必要とする不登校生徒に

対するアプローチ方法といった新たな知見を得た。一方で、不

登校生徒故に通学が不定期になり、他の生徒との進度に差がで

きてしまう、障害特性から起こる様々な課題も判明したところ

である。今年度は昨年度に得たノウハウのさらなる活用ととも

に、都内他の夜間中学への伝達、課題解決方法の共有などを進

め、学齢不登校生徒の「学びの場」としての夜間中学について

、継続的な調査・研究を進める。また、本夜間学級では、特別

な支援が必要な生徒が増加している。新たな入学者の半数以上



の生徒が特別な支援を必要としている。区教育委員会との連携

、ＳＣ・ＳＳＷや医療、福祉機関との連携を通して、インクル

ーシブ教育の更なる推進について研究する。 

２ 年２回ずつ、足立区内全中学校を訪問し、校長らとの意見交

換を通して不登校の状況を把握するとともに、過去の事例など

を踏まえた学齢期の不登校生徒の夜間学級への適性等を共有す

る。 

  併せて、令和２年度に開設した日本語を母語としない中学生

の通級施設「あだち日本語学習ルーム」との連携により、中学

卒業と同時に高校進学が叶わなかった生徒が、夜間中学を経て

高校進学を果たす流れを確立する等、外国籍生徒の高校進学支

援の充実についても研究していく。 

  昨年度は、区内中学校を卒業した不登校経験のある生徒、６

校７名が新たに学び直しとして夜間中学へ入学した。 

３ 複数の通訳者等を確保し、授業補助は勿論、生徒の行事への

積極参加を促し、更には行事の企画・設計等に生徒の意見を反

映させる事で生徒の学校生活、学校教育の充実を図る仕組み創

りを研究する。また、通訳を介した教育相談を適宜実施し、学

習上や生活上の困難を改善し、指導を充実させる取組みを探求

する。 

４ 本校独自の日本語教材のデジタル化を推進するとともに、一

人一台タブレットを活用した自学自習教材の作成を進める。さ

らに、ＩＣＴ支援員を活用した校内研修会を通して、教職員の

スキルアップを図るとともに、生徒の個別最適な学びを推進す

る。 

５ 校外学習や体験学習は生徒にとって特別な体験を与えるもの

である。特に、今後国内で生活する日本語を母語としない生徒

にとっては、新たな知見を与え、生徒本人の充実した成長に大

いに効果を発揮するものである。 

バスを借り上げることで、高齢生徒や歩行が困難な生徒の移

動負担を軽減すると共に、生徒の経済的負担を増やすことなく

移動時間を短縮させ、見学場所を増やし、体験活動もより充実

することができる。特に、京都・奈良の修学旅行では、借り上

げバスを活用することで、より多くの神社仏閣、史跡や世界遺

産を巡ることができ、日本の伝統と文化を体験することができ

る。昨年度は座禅体験も実施することができた。今年度も見学

場所や体験の内容を、生徒達の成長に資するよう、より有意義

な学習となるよう計画・実施する。また実施の成果と把握した

課題を、次年度の計画に確実にフィードバックし、充実のサ

イクルを構築することについても探求していく。 



上記と合わせ、以下のとおり本教育研究活動の成果の周知

と普及にも取り組んでいく。 

調査研究の方法 3 つの班に分けて、研究計画作成、調査研究を行い、報告書

を作成する。 

① 広報・入学相談班  

・入学案内を利用した効果的な広報と相談活動の在り方を研

究する。 

・足立区内 35 校中学校訪問計画と不登校生徒の実態調査と

報告を行う。 

② ＩＣＴ・校内研修班  

・自主教材に準拠した日本語のデジタル教材を作成する。 

・校外学習でのバス借り上げによる効果を検証する。 

・先進校・新設の夜間中学校視察計画と報告を行う。 

・校内研修の計画とまとめを行う。 

③ 外部指導員配置班  

・外部指導員活用法について研究する。 

・翻訳機器の効果的な使用法について研究する。 

調査研究の成果 

 

 

本年度は、各担当に分かれ、「教育課程、教育環境整備に関

すること ～生徒の個別最適な学びへの環境整備、支援の在

り方～」をテーマに研究を推進した。まず、広報・相談体制

の充実については、ＮＰＯ法人カタリバとの連携事業として、

区内学齢の不登校生徒と夜間学級との連携、取組の周知を行

った。不登校や特別な支援が必要な生徒であっても、少人数

で授業を実施する夜間学級において、効果的な学習を実施す

ることができた。また、夜間学級での学びをＮＰＯ法人カタ

リバが主催する、全国オンラインセミナーにて、本校教員、

保護者及び生徒本人が夜間学級での学びや、進路、夢につい

て、日本全国に発信した。さらに、足立区内 35 校の中学校を

全教員で分担して訪問し、不登校生徒や外国籍で日本語理解

が不十分な外国籍生徒に進路の一つとして足立区立第四中学

校夜間学級があることを担当教員等に広報することを計画し

実施することが出来た。加えて、本校管理職より、足立区の

中学校校長会や副校長会にて、資料等を配布し、詳しく夜間

学級の教育について説明を行った。その結果、足立区内の中

学校から不登校生徒の入学相談が相次いだ。 



ＩＣＴ・校内研修班については、足立区立第四中学校夜間

学級自主教材の見直しに着目し、自校作成の日本語教材テキ

スト「にほんご 1」「にほんご 2」のデジタル化を行った。ま

た、デジタル単語帳を作成し、Chromebook で生徒が活用でき

るようにした。校内研修については、計画的にＩＣＴを活用

した研修会を実施することができた。 

外部指導員配置班については、外部講師の活用という費目

で文部科学省から予算が付き２０時間分の通訳時間が確保で

きた。その結果、年度後半からこの予算を使い、区の予算と

合わせて週二回通訳者に来てもらうことができた。また、外

部指導員(通訳介助者)が必要と考えられる行事に活用するこ

とができた。その結果、生徒の行事等への理解が進み、スム

ーズに行事を行うことができた。 

校外学習等で、バスを借り上げることで、高齢生徒や歩行が

困難な生徒の移動負担を軽減すると共に、生徒の経済的負担を

増やすことなく移動時間を短縮させ、見学場所を増やし、体験

活動もより充実することができた。特に、京都・奈良の修学旅

行では、借り上げバスを活用することで、より多くの神社仏閣、

史跡や世界遺産を巡ることができ、日本の伝統と文化を体験す

ることができた。 

このように、本年度も様々な研究実践を通して、夜間学級

の教育を前進させる成果が得られた。この研究成果は、本校

夜間学級生徒に還元されるだけでなく、足立区内やその近辺

に在住する義務教育未修了者や不登校生徒の学習権保障にも

つながっていくものであると考えている。 

 調査研究の年間計画 

4 月 
〇足立区立第四中学校夜間学級 PR 活動（駅情報スタンド利用） 
○ＮＰＯ法人カタリバとの打ち合わせ 

5 月 

〇足立区立第四中学校夜間学級 PR 活動（駅情報スタンド利用） 
〇校内研修会（職員会議にて） 

・年間の調査研究事項の確認 
・調査研究計画作成 
・研究組織作成 

①広報・入学相談 ② ＩＣＴ・校内研修 ③ 外部指導員配置 

6 月 〇足立区立第四中学校夜間学級 PR 活動（駅情報スタンド利用） 



〇各班会（分担決め） 
〇校内研修 
○ＮＰＯ法人カタリバとの打ち合わせ 

7 月 〇足立区立第四中学校夜間学級 PR 活動（駅情報スタンド利用） 

8 月 
〇足立区立第四中学校夜間学級 PR 活動（駅情報スタンド利用） 
○ＮＰＯ法人カタリバとの打ち合わせ ○校内研修会 

9 月 

〇校外学習（修学旅行の実施） 
〇足立区立第四中学校夜間学級 PR 活動（駅情報スタンド利用） 
〇足立区内中学校訪問 
○ＮＰＯ法人カタリバとの打ち合わせ 

10 月 

〇中間報告会（足立区教育委員会担当者を含めた校内での報告を行う。

また、必要に応じて東京都夜間中学校研究会での報告会を探る。） 
〇足立区立第四中学校夜間学級 PR 活動（駅情報スタンド利用） 
〇校内研修 

11 月 
〇足立区立第四中学校夜間学級 PR 活動（駅情報スタンド利用） 
○ＮＰＯ法人カタリバ オンラインセミナー 

12 月 
〇足立区立第四中学校夜間学級 PR 活動（駅情報スタンド利用） 
〇校内研修会 

1 月 
〇足立区立第四中学校夜間学級 PR 活動（駅情報スタンド利用） 
〇校内研修会  ○区内学齢生徒夜間学級体験受け入れ 

2 月 
〇研究の成果と課題のまとめ  〇研究のまとめ（報告書作成） 
〇足立区立第四中学校夜間学級 PR 活動（駅情報スタンド利用） 
○区内学齢生徒夜間学級体験受け入れ 

3 月 
〇足立区立第四中学校夜間学級 PR 活動（駅情報スタンド利用） 

 
 

 


